
事業所は外観だけでなく内装も古民家風の造りとなっている。居間は白壁とこげ茶色の板壁、居室の扉は焦げ茶色の格子造りで
大きな窓もなく薄暗い印象を受けるが、中央部天井が高くて圧迫感はなく、利用者からは「明るいより落ち着く」と受け止められてい
る。職員は、事業所理念を念頭において利用者に丁寧に接し、一人ひとりに心配りをしながら、くつろいだ生活をしてもらえるよう
意欲的に支援に取り組んでいる。開設当初から地域住民との関係作りに取り組み、現在事業所及び地域の各種行事に相互に行
き来していて、日常的にも利用者が散歩途中に住民宅にお茶飲みに寄ったり、離設した利用者の発見保護に住民が協力してく
れるなど良好な関係を保っている。また、開設時から「利用者を第一に考える」という事業所の方針に沿って、看取りを行う体制を
とっていて、職員間で話し合いを重ねて利用者や家族の不安を解消し、医療機関と密接に連携して手厚いケアを心掛けている。
今後、利用者への支援がどのように展開されていくのか、また、事業所が目指している「地域住民の居場所・心の拠り所」がどのよ
うな形となっていくのか、期待を込めて今後の推移を見守っていきたい。

評価結果市町村受理日




















